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序

私たちの古里和白（和白・美和台・和白東・奈多・三苫校区）の平野は約千年前

までは大部分が博多湾の遠浅の干潟であり、高地の山野は、明治・大正のころまでは

草刈り場であり、緑肥・薪炭、イカ付け柴の採取場でもありました。

そのうち草原は開墾され、遠干潟には汐止めの土堤を築いては土砂、堆肥、緑肥を

運び入れて水田や畑地を作り、又その一部は良質と評判の「和白塩」の塩田を開くな

ど、ただ一筋に只今の生活のため、更には子のため、孫のため、国のためとの田畑の

作り出しが、今日の平野部の姿であります。

学校の社会科に「先祖の苦労を知ろう」という学習の一場面があります。今日郷土

和白の地は急速な都市化により、上述のような父祖の苦労並びに史跡、伝承の数々が

まさに埋没しようとしております。「自分たちの郷土の歴史を知らずには本当の郷土愛

は生まれまい、郷土愛なしでは地域社会、ひいては国家への愛情も生まれまい、更に

根本的には家庭の融和も浅いものになろう」こうした想いから今のうちにと、当時の

和白公民館長 岩崎三男先生（初代会長・故人）、歴史研究家 末信源蔵先生（二代会

長・故人）を中心として志を同じくする者が相集まり、公民館の協力のもとに「和白

郷土史研究会」を結成し今日に至りました。

和白郷土史研究会の結成後は

第一集　郷土和白の「筑前竹槍一揆」（明治6年）

第二集　ふるさとの昔「石像物語」

第三集　ふるさとの昔「和白塩」

以上三冊を印刷製本し配本希望の方々におわけして参りましたが、第四集は集大成す

る趣意から、私ども研究会はそれぞれ校区毎の研究班（大字　上和白、下和白、塩

浜、三苫、奈多）に別れ、研究の成果を製本し更に以上の五大字を合本製本し発行す

ることに致しました。

この冊子は私どもの雑学と口碑などに基づき編集致しましたので、誤説や失礼な個

所もあることと思います。皆様がたのご叱正とご指導によりまして、更に良きものに

して頂きたいと念願いたしますと共に、この冊子が多少なりとも郷土の皆様方のご参

考になればと念ずる次第でございます。

最後に編集発行にあたりましては、各校区自治協議会の格段の御高配、御支援を賜

り、又各公民館の並々ならぬご協力を頂きましたことに心から深く感謝申し上げ、厚

くお礼申し上げます。

平成18年2月吉日　和白郷土史研究会

会長　堺　憲一
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